
　広島大学と福山通運株式会社との間には、令和3年2月18日に「睡眠医学に関する
覚書」が締結され、大学院医系科学研究科において、令和3年4月1日より寄附講座と
して中国地方初となる睡眠医学講座が開設されました。睡眠医学講座は、睡眠医療
に対する専門性の高い医師や技師の育成、職業運転者が睡眠時無呼吸症候群やその
他の睡眠障害を伴う場合の乗務適性の評価方法の確立、並びに職業運転者の居眠り

運転や漫然運転の予防に向けた安全管理基準の作成等を目的としています。
　近年、生活様式の多様化、夜型化により睡眠時間が短縮し、それらの結果として睡眠不足による昼間の眠
気から交通事故、毎日の就業または勉学における生産能率の低下等が引き起こされています。そうした中、
2019年WHO世界保健総会にて採択された「国際疾病分類第11版（ICD-11）」では、睡眠覚醒障害（sleep-wake 
disorders）が新たに独立した疾患（第7章）に分類されるという画期的な改訂がありました。我が国はまだ
ICD-10のままですが、2022年以降にICD-11への国内適応が実施されるならば、第７章の睡眠覚醒障害に対す
る専門性の高い教育指導のために、本講座はその魁になるかも知れません。広島大学病院には睡眠医療セン
ターも設置されましたので、広島大学を中心とした中国地方における睡眠医学および睡眠医療の樹立にも微
力ながら貢献したいと願っております。
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寄附講座「睡眠医学」について

医療イノベーション共同研究講座について

広島大学
「医療イノベーション共同研究講座」

・医療材料の共有と管理
・Unmet needsの把握
・医療人材育成に関する研究
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肝薬物代謝と副作用

・肝薬物代謝と細胞傷害の解析
・薬剤(特にICI)性肝障害の研究
・肝細胞遺伝子改変と治療法開発
・消化器癌バイオマーカー開発
・炎症性腸疾患の治療法開発
・未知の病原体の発見
・NASHに関する研究
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医療人材の育成研究
臨床サンプル獲得・管理
最先端研究知識の共有
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臨床サンプル共有
最先端研究知識の共有

共同研究機関
（医療法人）

研究員1
研究員2・

・

研究題目を特定した企業
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研究題目 研究題目を特定しない企業

キメラマウスを用いたヒト疾患
モデルの開発
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